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Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 
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(単位：億円)

2015年度2Q累計

実績

2016年度2Q累計

実績
増減

7,192 6,929 ▲263

285 337 52

338 128 ▲210

395 359 ▲36

29.4% 26.4% ▲3.0%

126 120 ▲6

121.8 105.3 ▲16.5

連結子会社 国内 87社 95社 ＋ 8社

海外 88社 103社 ＋ 15社

合計 175社 198社 ＋ 23社

  国内+8社     ： 製袋事業関連7社連結化、エネルギー関連1社設立

  海外＋15社　： 製袋事業関連5社・中国機能材関連3社・製材関連5社連結化、

　　　　　　　　　　　　マレーシア感熱関連2社買収

  他に、持分法適用関連会社 ±０社（海外 ＋1社、▲1社）

173 83 ▲90

海外売上高比率

海外所在会社営業利益

売上高

営業利益

経常利益

四半期純利益

減価償却費

為替レート

親会社株主に帰属する

[期中平均・円/US$]

1.2016年度2Q累計 連結業績概要 
Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 
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2.連結営業利益増減益内訳 （2015年度2Q累計 対 2016年度2Q累計） 

Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

その他 337 億円 

▲ 108 億円 

＋54 億円 

原燃料価格差 
販売・市況要因 

海外事業 

285 億円 

▲ 6 億円 

+8 億円 

＋104 億円 

コストダウン 

2015年度 
2Q累計 

2016年度 
2Q累計 

※パルプ市況要因
▲73億円を含む 
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3.セグメント別売上高・営業利益 （2016年度2Q累計実績） 

Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

売上高 営業利益 

：生活産業 
   資材 

：機能材 

：資源環境 
  ビジネス 

：印刷情報 
  メディア 

：その他＋ 
  調整額 

（億円） 

7,192 
6,929 

71 

58 

125 

▲12 
43 

94 

74 

104 

18 

285 

337 

2015年度２Q累計 2016年度２Q累計 

3,009 

1,090 

1,358 

1,535 

200 

3,018 

1,031 

1,277 

1,455 

148 

▲263 

+9 

▲59 

▲81 

▲80 

▲52 

47 

＋52 

+23 

+16 

▲21 

＋30 

＋4 

2015年度２Q累計 2016年度２Q累計 
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2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減

販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 対前年比 販売単価 販売金額
(億円) (億円) (％) (億円)

 紙 家庭紙 国内事業 91 228.81 208 93 227.32 212 2 102.3% ▲1.49 3

包装用紙 国内事業 125 110.39 138 130 100.30 130 4 103.5% ▲10.09 ▲8

 板紙 国内事業 1,432 64.96 931 1,493 63.70 951 60 104.2% ▲1.26 20

 段ボール（百万㎡） 国内・海外計 1,904 65.01 1,238 1,938 62.02 1,202 33 101.7% ▲2.99 ▲37

 紙おむつ（百万枚） 国内・海外計 434 19.45 84 436 20.08 88 2 100.5% 0.63 3

（注） 連結グループ内生産会社の合算値、グループ内消費を含む

主要製品売上高実績 (注) 
(千t・百万㎡・百万枚） (円/kg・㎡・枚） (千t・百万㎡・百万枚） (円/kg・㎡・枚） (千t・百万㎡・百万枚） (円/kg・㎡・枚） 

4.セグメント別利益増減分析 ①生活産業資材 
Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

増減益要因 (+23億円) 

販売・市況要因 

原燃料価格差 

コストダウン 

海外事業 

▲41億円 

+42億円 

+28億円 

▲18億円 

260 

265 

270 

275 

280 

285 

290 

295 

300 

305 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

（円/kg) 

コート白ボール 

Cライナー 

段ボールシート 
(円/㎡） 

ティシュペーパー[右軸] 

日経代販価格 

主要製品価格推移 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

（円/kg) 

国内価格 
(建値） 

輸出価格 

主要原料価格推移 
（段ボール古紙） 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

25 億円 66 億円 ＋41 億円

46 億円 28 億円 ▲18 億円

71 億円 3,018 億円 94 億円 ＋23 億円

生活産業資材

セグメント業績

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減額

売上高 営業利益 売上高 営業利益 営業利益

3,009 億円

国内事業では、段ボール原紙は、堅調に推移し販売量はほぼ前年並み
でした。段ボールは、前年に対し、ビール・即席麺・青果物関係等が堅調
に推移し、販売量は若干増加しました。家庭用紙は、ティシュペーパー、ト
イレットロールともに販売量は増加しました。紙おむつは、子供用、大人用
ともに販売量は増加しました。 
海外事業では、東南アジアにおいて、段ボール原紙の販売は堅調に推移
し、段ボールの販売も飲料・加工食品関連を中心に堅調に推移しました。 

東南アジアの段ボール販売が 
堅調に推移するも、円高による  
換算レート差額等により減益 

国内事業 

等 

＋41億円 

（円/5箱パック) 
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2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減

販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 対前年比 販売単価 販売金額
(千ｔ・百万㎡) (円/kg・㎡) (億円) (千ｔ・百万㎡) (円/kg・㎡) (億円) (千ｔ・百万㎡) (％) (円/kg・㎡) (億円)

 感熱紙（百万㎡） 国内・海外計 1,610 20.82 335 1,587 18.64 296 ▲23 98.6% ▲2.18 ▲39

 特殊紙 国内事業 86 252.24 216 93 234.47 217 7 108.5% ▲17.78 2

（注） 連結グループ内生産会社の合算値、グループ内消費を含む

 増減益要因  ( +16 億円 ) 

販売・市況要因 

原燃料価格差 

海外事業 

▲22億円 

＋19億円 

＋４億円 国内事業 ＋12億円 

4.セグメント別利益増減分析 ②機能材 
Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

主要製品売上高実績 (注) 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

＋12 億円39 億円 51 億円

売上高 営業利益 営業利益

19 億円 23 億円 ＋4 億円

営業利益

1,090 億円 58 億円 1,031 億円 74 億円 ＋16 億円

機能材

セグメント業績

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減額

売上高

国内事業では、特殊紙の国内販売は、
新製品開発・新規顧客開拓に注力し拡
販を進めてきたこと等により、前年に対し
販売量は増加しました。輸出販売は、新
規受注等により前年に対し販売量は増
加しましたが、円高の影響により売上高は
ほぼ前年並みとなりました。感熱紙の国
内販売は、堅調に推移しました。 
海外事業では、感熱紙の販売量は、北
米では減少し、南米・アジアでは増加しま
したが、外貨建売上高の円換算額が円
高により前年に対し減少しました。 

感熱紙販売において、 
北米で減少するも南米・アジアで 
好調に推移  

コストダウン ＋12億円 

等 

0 
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140 

09/4 10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

石炭(豪州・ニューキャッスル)($/t) 

国産ナフサ標準価格(千円/kl) 

ドバイ原油($/bbl) 

主要原燃料価格推移 
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4.セグメント別利益増減分析 ③資源環境ビジネス 
Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減

販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 対前年比 販売単価 販売金額
(千ｔ・GWh) (円/kg・円/kWh) (億円) (千ｔ・GWh) (円/kg・円/kWh) (億円) (千ｔ・GWh) (％) (円/kg・円/kWh) (億円)

国内・海外計 1,092 67.62 738 1,148 53.53 615 56 105.2% ▲ 14.09 ▲ 124

国内事業 34 100.00 34 43 90.21 39 9 126.7% ▲ 9.79 5

国内事業 410 19.24 79 514 20.39 105 104 125.3% 1.15 26

（注） 連結グループ内生産会社の合算値、グループ内消費を含む

 販売パルプ

　（うち溶解パルプ)

 販売電力

主要製品売上高実績 (注) 

  増減益要因  (▲21億円) 

国内事業 

海外事業 

＋６億円 

▲27億円 

・パルプ販売において、中国で販売量が 

 増加するも、市況軟化影響により減益 

400 

500 

600 

700 

800 

900 

1000 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

($/t) 

NBKP(カナダ品) 

LBKP(ブラジル品） 

主要製品価格推移 
（パルプ-中国向けリスト価格） 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

1,358 億円 125 億円 1,277 億円 104 億円 ▲21 億円

＋6 億円

▲27 億円

資源環境ビジネス

セグメント業績

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減額

売上高

33 億円

92 億円

39 億円

65 億円

営業利益 売上高 営業利益 営業利益

国内事業では、溶解パルプが輸出向け
を中心に販売好調であり、前年に対し
増加しました。  また売電事業では、
2016年1月の北海道江別市における
バイオマスボイラの営業運転開始が寄
与し売上高が増加しました。 
海外事業では、パルプ販売において江
蘇王子製紙有限公司生産品の拡販
等により前年に対し販売量は増加しま
したが、売上高はパルプ市況の軟化影
響および外貨建売上高の円換算額が
円高になった結果、減少しました。 

・2016年1月に営業運転を開始した 

 バイオマス発電によりエネルギー事業  

 が増益 

・溶解パルプの輸出販売が好調 
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4.セグメント別利益増減分析 ④印刷情報メディア 
Ⅰ. 2016年度第2四半期決算概要 

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減

販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 販売単価 販売金額 販売数量 対前年比 販売単価 販売金額
(千ｔ) (円/kg) (億円) (千ｔ) (円/kg) (億円) (千ｔ) (％) (円/kg) (億円)

新聞・印刷情報用紙 国内事業 1,207 110.60 1,335 1,190 107.71 1,282 ▲17 98.6% ▲2.88 ▲53

（注） 連結グループ内生産会社の合算値、グループ内消費を含む

主要製品売上高実績 (注) 

 増減益要因  (+30億円) 
販売・市況要因  ▲45億円   原燃料価格差 +43億円 
コストダウン     +11億円   等 

国内事業 ▲４億円 

継続的なコスト削減対策や印刷用紙の増販により収益改善 海外事業 ＋34億円 

90 

95 

100 

105 

110 

115 

120 

125 

130 

135 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

(円/kg) 

A2コート 

A3コート 

主要製品価格推移 

日経代販価格 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

輸出価格 

国内価格(建値) 

(円/kg） 主要原料価格推移 
(新聞古紙) 

120 

140 

160 

180 

200 

220 

240 

260 

10/4 11/4 12/4 13/4 14/4 15/4 16/4 

($/t) 

米国産針葉樹 

タイ産広葉樹 

主要原料価格推移 
（チップ） 

国内事業では、新聞用紙の売上高は、発行部数減の影響等により前年
に対し減少しました。印刷・情報用紙の売上高は、需要減および市況軟
化の影響等により前年に対し減少しました。 
海外事業では、江蘇王子製紙有限公司が順調に販売を伸ばし、前年に
対し印刷用紙の販売量が増加しました。 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

売上高 営業利益 営業利益印刷情報メディア

セグメント業績

2015年度2Q累計 2016年度2Q累計 増減額

売上高 営業利益

1,455 億円1,535 億円 ▲12 億円

18 億円

▲30 億円

14 億円 ▲4 億円

4 億円 ＋34 億円

18 億円 ＋30 億円
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Ⅱ. 2016年度業績予想 
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1.2016年度連結業績予想 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

2016年度予想前提条件 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。 

(単位：億円)

2015年度 2016年度予想 増減

14,336 14,100 ▲236

737 720 ▲17

624 500 ▲124

786 729 ▲57

27.8% 26.3% ▲1.5%

294 193 ▲101

120.1 105.2 ▲14.9

177当期純利益

海外売上高比率

売上高

営業利益

経常利益

海外所在会社営業利益

減価償却費

為替レート

153 330
親会社株主に帰属する

[期中平均・円/US$]

◆原燃料価格 ◆変動影響（年間）

　・チップ ：現行契約ベース 　　　　　　・為替レート [円] ：対USドル1％変動につき±約3.2億円（USドル高－）

　・古紙 ：現行価格レベル横ばい 「ブラジルレアル] ：対USドル1％変動につき±約2.9億円（USドル高＋）
　・石炭 ：現行契約ベース [NZドル] ：対USドル1％変動につき±約5.6億円（USドル高＋）

　　　　　　・古紙価格 : 1円/㎏変動につき±約40.6億円     aaaaaaaaaaあ

　　　　　　・ドバイ原油価格 : 1USドル/bbl変動につき±約2.6億円  aaaaaaaaaa

（重油、バンカーオイル、ナフサ関連製品　他）             

　　　　　　・パルプ価格 : 10USドル/t 変動につき±約22億円（パルプ高＋） 
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2.連結営業利益増減益内訳 （2015年度  対 2016年度予想） 

Ⅱ. 2016年度業績予想 

ほぼ前年並みの営業利益を確保

737億円 

※パルプ市況要因 
 ▲199 億円を含む 

720億円 

 為替レート (期中平均) 
 

  ・円/USドル 
    ・ブラジルレアル/USドル 
  ・ニュージーランドドル/USドル 
 
 パルプ価格（USドル/t） 
 

  ・LBKP 
  ・NBKP 

2015年度 2016年度 

120.1 

3.33 

1.43 

105.2 

3.56 

1.44 

650 520 
660 590 

2015年度 2016年度 

その他 

▲ 186 億円 

＋101 億円 

原燃料価格差 

販売・市況要因 

海外事業 

▲ 101 億円 

▲ 39 億円 

＋208 億円 

コストダウン 

2016年度 
下期想定 

105.0 

3.40 

1.39 

505 
605 

≪前提条件≫ 
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3.セグメント別売上高・営業利益 （2016年度予想） 

Ⅱ. 2016年度業績予想 

売上高 営業利益 

：生活産業 
   資材 

：機能材 

：資源環境 
  ビジネス 

：印刷情報 
  メディア 

：その他＋ 
  調整額 

（億円） 

2015年度 2016年度予想 

14,336 14,100 

6,038 

2,110 

2,677 

3,094 

417 

6,211 

2,132 

2,391 

2,953 

413 

188 

119 

315 

92 

215 

174 

84 

69 

737 720 

▲236 

+173 

+22 

▲286 

▲141 

▲4 

▲17 

+27 

+55 

▲137 

+61 

▲23 

2015年度 2016年度予想 

178 
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4.セグメント別利益増減分析 ①生活産業資材 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

2016年度 利益増減要因 

国内事業 +50 億円 海外事業 ▲23 億円 

◆為替換算影響 
◆生活消費財事業 ＋19億円 

◆産業資材事業 ＋31億円 

原燃料価格差  +67億円   コストダウン +45億円 
販売・市況要因 ▲87億円               等 

子供用テープ型：２機増設 

子供用パンツ型：１機増設 

等 

原燃料価格差    +22億円 
 

紙おむつ数量増      +6億円  等 

紙おむつ加工機増設 

・Oji Myanmar Packaging 
  (ミャンマー/ティラワ工業団地経済特区) 

→2016年11月段ボール営業運転開始予定 

・Oji Fibre Solutions  
 新段ボール工場建設     

 (オーストラリア/クイーンズランド州) 

稼働後生産能力合計 265百万枚/年 (計2機) 

稼働後生産能力合計 660百万枚/年 （計4機） 

国内販売
強化 

輸出強化 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

生活産業資材

セグメント業績

2015年度 2016年度 増減額

売上高 営業利益 売上高 営業利益 営業利益

6,038 億円 188 億円 6,211 億円 215 億円 ＋27 億円

125 億円 175 億円 ＋50 億円

63 億円 40 億円 ▲23 億円

・2016年 4月 営業運転開始    

・2017年 9月 営業運転開始予定  

・Dazun Paper Industrial Company 
  (マレーシア/セランゴール州) 

→2016年9月株式取得 

→2017年10月営業運転開始予定 
新工場外観（イメージ図） 

（生産能力 135百万枚/年） 

(生産能力 130百万枚/年) 

（生産能力 180百万枚/年） ・2016年11月 営業運転開始 

海外パッケージング事業の拡大状況 

工場外観 
→2017年 3月 軟包装及び紙コップ 
                    営業運転開始予定 

印刷機 
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4.セグメント別利益増減分析 ②機能材 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

2016年度 利益増減要因 

等 

国内事業 +31 億円 海外事業 ＋24 億円 

◆海外感熱事業 

市況・販売要因 ＋39億円  原燃料価格差 ▲17億円 等 

+24億円 ◆原燃料価格差    ＋36 億円 

◆コストダウン    ＋20 億円  

等 

◆販売・市況要因    ▲23 億円  

フィルム製品紹介 

＜製品＞ 
世界最薄レベルの 

ハイブリッド車用コンデンサフィルム 

 ＜用途例＞ 
ハイブリッド車用インバーターに 
搭載されるコンデンサユニット 

機能材 
川上拠点 

（在タイ既存拠点） 

機能材 
川中・川下拠点 
（HRL・TP等） 

粘着ラベル事業 
一貫生産体制構築 

＜積極的なM&Aで加工事業を強化 (マレーシアで2件実施)＞ 

Hyper-Region Labels 
（HRL） 
 
 ラベル等印刷・加工 

  →2016年5月株式取得 
    (発行済み株式の60%) 

 

Tele-Paper（TP） 
   感熱紙・ノーカーボン紙 
印刷・加工会社 

  →株式取得予定 
    (発行済み株式の40%) 

海外感熱事業の一貫生産化 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

93 億円 124 億円 ＋31 億円

26 億円 50 億円 ＋24 億円

売上高 営業利益 営業利益

2,110 億円 119 億円 2,132 億円 174 億円 ＋55 億円

機能材

セグメント業績

2015年度 2016年度 増減額

売上高 営業利益
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4.セグメント別利益増減分析 ③資源環境ビジネス 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

2016年度 利益増減要因 

・パルプ市況は、リーマンショック後の不況期レベルの底値で推移 

◆パルプ市況要因 

 海外事業   ▲147 億円 

▲199 億円 

Cenibra 

江蘇王子製紙 

◆販売数量差 +55 億円 

+46 億円 

+10 億円 

◆コストダウン +16 億円 

Cenibra +6 億円 

江蘇王子製紙 +8 億円 

Oji Fibre Solutions 

Cenibra ▲151 億円 

江蘇王子製紙 ▲26 億円 

  ▲33 億円 

520 
USドル/t 

590 
USドル/t 

650 
USドル/t 

660 
USドル/t 

2015年 
(1-12月平均) 

2016年 
(見通し) 

LBKP 

NBKP 

520 
USドル/t 

590 
USドル/t 

参考 
(足元価格) 

130USドル/t 
下落 

70USドル/t 
下落 

(広葉樹) 

(針葉樹) 

中国向けリスト価格 

◆為替換算影響 

Cenibra 

▲18 億円 

▲19 億円 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

資源環境ビジネス

セグメント業績

2015年度 2016年度 増減額

売上高 営業利益 売上高 営業利益 営業利益

2,677 億円 315 億円 2,391 億円 178 億円 ▲137 億円

73 億円 83 億円 ＋10 億円

242 億円 95 億円 ▲147 億円

505 
USドル/t 

605 
USドル/t 

2016年度 
(下期想定) 

   等    等 

   等 

   等 
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2016年度 利益増減要因 

 ※印刷情報メディア事業用資産減損 
   (2015年度第4四半期実施)により 
   減価償却費 20億円減 

・コストダウン    +42億円(※)  等   

4.セグメント別利益増減分析 ④印刷情報メディア 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

◆原燃料価格差 ◆江蘇王子製紙南通工場(中国) 

◆コストダウン 

◆販売・市況要因 

＋83億円 

＋31億円 

▲81億円 

国内事業   ＋16 億円 海外事業   ＋45 億円 

・パルプ市況悪化 ▲26億円 

・販売数量差    +10億円 

・コストダウン      +8億円   等 

紙 

パルプ 

2015年度(実績) 2016年度(予想) 

▲36億円 

▲7億円 

9億円 

▲13億円 

増減 

▲43億円 ▲4億円 

＋45億円 

 ▲6億円 

＋39億円 

KP設備 

うち国内 うち国内 うち国内

うち海外 うち海外 うち海外

59 億円 75 億円 ＋16 億円

▲36 億円 9 億円 ＋45 億円

売上高 営業利益 営業利益

3,094 億円 23 億円 2,953 億円 84 億円 ＋61 億円

印刷情報メディア

セグメント業績

2015年度 2016年度 増減額

売上高 営業利益

・ 9月販売開始 『OKピクシードソフィア』 

・10月販売開始 『OKH-JオフW』 

・11月販売開始 『OKスプリーム』 

新製品紹介 

   印刷用紙(嵩高上質微塗工紙) 
   ～やわらかで美しい印刷再現性～ 

   情報用紙(上質IJフォーム用紙) 
   ～フルカラーIJデジタル印刷に特化し   
     オフセット印刷適性を付与～ 

   印刷用紙(嵩高上質微塗工クリーム紙) 
   ～二刀流！書籍にも雑誌にも最適!!～ 

南通工場 設備・施設紹介 

広大なバース 

   等 

所有インフラを有効活用し、 
港運事業等 新規事業も開始 
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5.外部環境の変動による影響 
Ⅱ. 2016年度業績予想 

グローバル化・多角化したグループ総合力で、為替変動、パルプ市況変化に対応 

（億円/年） 

＋:良化 
▲:悪化 

◆為替変動影響 2016年度下期想定レート

円
105

円/USD
▲ 44

ブラジルレアル (BRL)
3.4

BRL/USD
＋ 29

ニュージーランドドル (NZD)
1.39

NZD/USD
＋ 56

米ドル (USD)
105

円/USD
＋ 12

ブラジルレアル (BRL)
30.9
円/BRL

＋ 2

ニュージーランドドル (NZD)
75.5

円/NZD
＋ 6

◆パルプ価格影響 (10USドル/t 高) ＋ 22

　外貨建損益

 換算影響

 （円10%安）

合計
生活

産業資材
機能材

資源環境

ビジネス

印刷情報

メディア

      USドル建

      取引影響

   (USドル10%高)

影響額

合計
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Ⅲ. トピックス 
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マレーシア現地生産パンツ型 
紙おむつ製品（OAHP） 

1.海外紙おむつ事業の拡大 
Ⅲ. トピックス 

現地の消費水準に合わせて製品を生産、 
豊富な事業経験・土地勘・現地パートナーとのシナジーを活かし、戦略的に販売強化 

最新技術で品質改善、高品質品の輸出を拡大 

東南アジア諸国で 

日本から中国へ 

マレーシア 

2015年1月  People & Grit 買収 
2016年4月  Oji Asia Household Product 
                  (OAHP) 営業生産開始 

→ マレーシア国内市場で販売 
→ マレーシアから東南アジア・インドへ輸出・拡販 
  （既に、ベトナム、カンボジア、ミャンマーで販売開始） 

インドネシア 

2016年11月 

Oji Indofood合弁会社 

→ インドネシア 
     国内市場で販売 

中国への輸出拡大 

“日本製”への嗜好が 
強い中国、販売代理店を 
増やし全国的に展開強化 

高品質品の 
現地生産の検討へ 

販売マーケティングチーム 
を設置しさらに加速 輸出用テープ型 

紙おむつ製品 

Oji Indofood 
 合弁会社 

OAHP 
People & Grit 

店頭陳列の様子 

OAHP工場外観 

東南アジアへの拡販・広告設置による販売強化 
(左：ミャンマー最大手デパート、右：カンボジアの商店) 

現地一般ユーザー向け 
に個包装で販売 

（サリムグループとの 
    合弁事業会社） 
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2.セルロースナノファイバー(CNF)の取組み 
Ⅲ. トピックス 

製
造
技
術
開
発 

実
用
化
に
向
け
た
実
証･

用
途
開
発 

・王子の独自技術であるリン酸エステル化法により、パルプを微細化するエネルギーを低減できる製造プロセスを開発 

・世界初！3形態の CNFを開発、それぞれの特長をさまざまな用途へ展開検討 

＜スラリー状＞ [特徴］ 
・優れた透明性 
・極めて高い粘度・ 
  分散性         
          
 
            

＜ウェットパウダー状＞ [特徴] 
・含有水分量の 
  大幅減 
・優れた 
  ハンドリング性                   

プラスチック補強 

高級化粧品等への増粘･分散剤 

自由変形 有機EL･ 

太陽光発電パネル 

高機能･高細密ナノフィルター 高強度で高柔軟性な 
ディスプレイパネル 

CNF(スラリー状)の製造実証プラント 稼働 

世界初！CNF(透明連続シート)の 
       製造実証プラント  稼働予定 

・場所   ：王子製紙富岡工場 
・生産能力：年間40トン 

・生産能力：年間25万㎡(当初)  
                (将来的に100万㎡まで拡大) 

＜透明連続シート＞ 

[特徴] 
・透明度と柔軟性 
 (≈ガラス) 
・高強度と優れた寸法 
 安定性 
（≧プラスチック）              

世界初 ・ 当社独自 

    世界中のユーザーへ、サンプルの提供の規模を拡大、 
    用途開発を積極推進・量産技術を確立 

2017年度後半 

2016年11月 

21 

CNF増粘剤「アウロ・ヴィスコ」 販売開始決定 
◆発売時期： 
  2017年4月(予定) 

◆特性： 
・高粘度  （少量で高い効果を発揮） 
・チキソ性 （力を加えるとサラサラに） 
・高透明 
・天然素材（+安全な薬品のみ使用） 
 

粘度(mPa･s) 

他の天然増粘剤より10~100倍 
高い増粘効果を発揮 

アウロ・ヴィスコ 
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Ⅳ. グループ経営目標 
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1.収益計画 (1)経営数値目標 
Ⅳ. グループ経営目標 

連結営業利益等の推移 

革新的価値の創造 
 
未来と世界への貢献 
 
環境・社会との共生 

経営理念 
-王子グループが目指す姿- 

海外事業の拡大 
 
国内事業の集中・進化 
 
財務基盤の強化 

経営戦略 
2016~18年度グループ基本方針 

経営数値目標 
2018年度 

連結営業利益 

海外売上高比率 

有利子負債残高 

ROE 

1,000億円 

35％ 
(将来目標50％) 

7,000億円 
(2016年度末 7,100億円) 

8％ 

有利子負債残高の推移 

449 442 
314 

443 
527 

450 

75
178

153

294 193

550

524 

620 

467 

737 720 

1,000億円

35%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

（予想）

2018年度

（計画）

営業利益(億円)（海外所在会社）

営業利益(億円)（国内所在会社）

海外売上高比率

5％ROE 6％ 3％ 2％ 6％ 8％

7,777

7,100

7,000

億円

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

2012

年度

2013

年度

2014

年度

2015

年度

2016

(予想)

2018

（計画）
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その他 92 その他 69 その他 55

印刷情報 23 印刷情報 84 印刷情報 105

資源環境

315
資源環境

178

資源環境

255

機能材

119 機能材

174

機能材

250

生活産業

188
生活産業

215

戦略投資効果

190

コストダウン

150

不確定要因

▲60

生活産業

335737 720

1,000億円

2015年度

（実績）

2016年度

（予想）

差異内訳 2018年度

（計画）

1.収益計画  (2)セグメント別営業利益目標 
Ⅳ. グループ経営目標 

東南アジア事業拡大 

-パッケージング事業 

-紙おむつ事業 

-機能材事業 

感熱事業展開拡大 

機能材製品開発・拡販 

エネルギー事業 他 

パルプ主要拠点強化 

既存拠点における 

継続的コスト対策 

為替・パルプ市況等 

パルプ市況は底値レベルを前提とするが、戦略投資効果・コストダウンにより営業利益1,000億円を達成 

※為替レート及びパルプ市況は2016年度横這いで推移することを前提としている 
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償却費(含のれん)

＋2,490

当期利益

＋1,510

配当 ▲300

経常投資

▲1,200

戦略投資

▲1,700

有利子負債削減

▲800

営業CF ＋4,000

2.財務戦略 
Ⅳ. グループ経営目標 

(2016年度 ▲100) 

(2016年度 ▲387) 

(2016年度 ▲379) 

(2016年度 ▲677) 

安定配当 株式価値向上の施策 

将来有望事業への積極投資等メリハリのある投資を行った上で、有利子負債を800億円削減 

資
金
計
画 

16~

18

年
度 

中
期
計
画 

「財務基盤の強化」 

「海外事業の拡大」・「国内事業の集中・進化」 基
本
方
針 

経
営
戦
略 

既存分野への投資抑制 

成長分野への投資拡大 

資本構成見直し 
リスク軽減 

効
率
的
投
資
分
野
へ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
転
換 

2016年度 自己株式消却(2016年5月31日実施) ▲50百万株(発行済株式総数の4.7%) 
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《参考資料》 
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 
(予想) 

連結営業利益推移 
参考資料 

（億円） 営業利益 営業利益[2Q累計］ 売上高営業利益率 
(うち海外所在会社） 

737 

654 

538 
524 

620 

467 

737 
720 

315  308  
331  

219  

265  

192  

285  

337  

6.4% 

5.5% 

4.4% 

4.2% 

4.7% 

3.5% 

5.1% 5.1% 

(192) 

(▲9） 

(34） 

(▲20) 
（75） 

（178） 

（153） 

（294） 
（193） 
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自己資本利益率（ROE）推移 
参考資料 

1株当たり純資産（円） 1株当たり当期純利益（円） ROE（％） 

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 
(予想) 

450.97 444.24 454.20 

511.95 

581.69 

666.40 

600.34 
586.41 

25.18 24.92 
22.46 

25.93 

34.22 

17.55 
15.44 

33.38 

5.8 
5.6 

5.0 

5.4 

6.3 

2.8 

2.4 

5.6 
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連結有利子負債残高推移 
参考資料 

連結有利子負債 （億円） D/E（倍） 

7,985 7,991 

7,847 

8,311 

7,985 

8,626 

7,777 

7,375 

7,100 

1.7 
1.8 

1.7 

1.4 

1.2 
1.1 1.1 1.1 

1.0 

2010年3月末 2011年3月末 2012年3月末 2013年3月末 2014年3月末 2015年3月末 2016年3月末 2017年3月末 
（予想） 

2016年9月末 
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連結設備投融資・減価償却費推移 
参考資料 

2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

（ 予想） 

472 

342 353 

504 527 
447 

380 

817 
753 

696 
610 

553 
506 511 

554 

578 

504 
447 

380 
472 

342 353 

504 
447 

396 369 

506 506 498 

472 

342 353 

504 527 
447 

396 414 

617 

660 
568 

397 

178 

972 

269 
346 

817 
753 

696 
610 

553 506 506 486 

41 

43 
64 

111 180 
202 

280 
243 

1,089 

1,002 

858 

760 
705 

1,419 

665 

796 

721 
733 

708 
786 

921 901 

760 729 

（億円） 国内設備投融資 海外設備投融資 国内減価償却費 海外減価償却費 
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連結就業人員推移 
参考資料 

連結就業人員（国内） 

※臨時従業員を除く 

（人） 連結就業人員（海外） 

2010年3月末 2011年3月末 2012年3月末 2013年3月末 2014年3月末 2015年3月末 2016年3月末 2017年3月末 
（予想） 

2016年9月末 

17,606 17,737 17,613 17,474 17,345 17,003 16,845 17,093 17,023 

2,757 
4,250 

7,070 
9,886 

13,727 
16,665 16,760 

18,265 18,491 

20,363 
21,987 

24,683 

27,360 

31,072 

33,668 33,605 

35,358 35,514 
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2016年度2Q累計 業界需要動向 
参考資料 

（単位：千ｔ）

国内出荷高 輸入紙（通関） 合計

前年比 前年比 前年比

段ボール原紙 4,498 102.0% 22 78.5% 4,520 101.8%

紙器用板紙 762 101.3% 126 99.2% 888 101.0%

その他の板紙 312 99.8% 12 79.0% 324 98.9%

板紙 計 5,572 101.8% 160 94.1% 5,732 101.5%

衛生用紙 889 104.0% 94 104.4% 984 104.1%

包装用紙 350 99.1% 3 73.5% 354 98.8%

新聞用紙 1,435 97.0% 7 39.8% 1,442 96.3%

印刷・情報用紙 3,698 99.5% 498 83.3% 4,196 97.3%

雑種紙他 348 97.1% 10 105.3% 358 97.3%

紙 計 6,721 99.4% 612 85.1% 7,333 98.0%

板紙・紙 計 12,293 100.5% 771 86.8% 13,065 99.5%

（単位：百万㎡）

段ボール 7,031 101.7% 7,031 101.7%

出典：「日本製紙連合会紙・板紙需給統計」、「財務省貿易統計」、「全国段ボール工業組合連合会段ボール生産量」

※ 1：輸入紙（通関）の実績は2016年4月～2016年9月（速報）の実績

※ 2：衛生用紙の輸入紙（通関）に二次製品（加工品）を含む

※ 3：段ボールの数量は生産量（貼合されたシートの総量）

※1

※2

※3
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本資料は、金融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正確性、完全性を保証するものではありません。 
また、本資料に掲載された将来の予測等は、説明会の時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、不確定要素を含んでおります。 
従いまして、本資料のみに準拠して投資判断されますことをお控えくださいますようお願い致します。 
本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。 


